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Dammaradienyl Acetateの 分 離

Itiro Yosioka and Yasuhiro Yamada: Isolation of Dammaradienyl

 Acetate from Inula helenium L.

(School of Pharmacy, Osaka University*1)

Extraction of the root of Inula helenium L. afforded, besides the known alantolactone
series compound, dammaradienyl acetate.

(Received April 27, 1963)

オ オ グル マ(Inula helenium L.)の 根 に は, alantolactone, dihydroalantolactoneお よ びisoalantolactone1)

が 含 ま れ て い る こ とは よ く知 られ て い るが,今 回 これ を 抽 出 して,そ の 他 に 一 種 のtriterpenoidを 分 離 し,こ れ

がdammaradienyl acetateで あ る こ とを証 明 した の で報 告 す る.

オ オ グル マ の根1.5kg.を 細 切 し ベ ン ゼ ン で 熱 時4回 抽 出 を繰 返 し,全 抽 出 液 を合 わ せ て濃 縮 し赤 褐 色 の油

約30g.を 得 た.こ の油 を ベ ンゼ ン溶液 と して ア ル ミナ の ク ロマ トグ ラ フ ィーに よ り分 割 す る と最 初 に少 量 の油

状 物 質 が 流 出 して くるが つ ぎに 結 晶が 得 られ る.こ れ を流 出す る順 序 に結 晶A, B, C, D,と す る.結 晶Aは エ

タ ノ ール か ら再 結 晶 す る とm. p. 148～149° 〔α〕20 D +38.8°(CHCl3)の 無 色 針 状 晶 と な り,リ ー ベル マ ン反 応,テ

トラ ニ トロ メ タ ン反 応 陽 性 で そ のIR吸 収 は1721, 1244cm-1に ア セ テ ー ト, 1637, 884cm-1に 末 端 メチ レン

の 吸 収 を 持 ち,元 素 分 析 値 はC32H52O2に 一 致 す る.こ れ らの結 果 か ら,結 晶Aは トリテ ルペ ン アル コール の ア

セ テ ー トと考 え られ る の で,こ れ を ア ル カ リで加 水 分 解 す る とm. p. 134.5～135.5°, 〔α〕20 D +50.6°(CHCl3)の 無

色 針 状 晶を 得 た.元 素 分 析 値 はC30H50Oに 一 致 し リーベ ル マ ン反 応,テ トラ ニ トロ メタ ン反 応 陽 性 で そ のIR吸

収 は3333(OH), 1634, 885cm-1(末 端 メチ レ ン)で あ る.以 上 の デ ー タ よ り結 晶Aはdammaradienyl acetate,

そ の 加 水 分 解物 はdamrnaradienolと よ く 一 致 し て い る の でDr. Millsよ り送 付 さ れ たdammaradienyl

 acetate2)の 標 品 との混 融 お よびIR吸 収 の比 較 を した.そ の結 果Aはdammaradienyl acetateと 同一 物 で あ

る とみ とめ た.

結 晶Bはalantolactone系 化 合 物 の混 合 物 と思 わ れ る の で そ の ま ま浮 田等3)の 方 法 に従 い ナ ト リウ ム ア マル

ガ ムで 還 元 し,そ の成 績 体 を エ タ ノ ー ル よ り繰 返 し再 結 晶 し てm. p. 171～172° の 無 色 針 状 結 晶を 得 た.こ の も

の はIR吸 収,元 素 分 析 値 よ りdihydroisoalantolactoneで あ る こ とを認 め た.な お結 晶C, Dは 少 量 の た め 精

査 しな か った.

*1 Hotarugaike , Toyonaka, Osaka.
1) L. Ruzicka, J. A. van Melsen: Rely. Chim. Acta, 14, 379 (1931).
2) J. S. Mills: J. Chem. Soc., 1956, 2196.
3) 浮 田,松 田,中 沢:本 誌, 72, 796(1952);松 村,岩 井,大 木:本 誌, 74, 738(1954).
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実 験 の 部

オ オ グ ル マ 根 の 抽 出, Dammaradienyl acetateの 分 離　 乾 燥 根1.5kg.を 細 切 し ベ ン ゼ ン4L.を 加 え

10hr.加 熱 抽 出 し,こ れ を4回 繰 返 し全 抽 出液 を合 わ せ て濃 縮 し約30g.の 赤 褐 色 油 状 物 を得.こ れ を ベ ンゼ ン

に 溶 か し250g.の ア ル ミナ層 を通 して ク ロマ トグラ フ ィー を行 な う.最 初 に油 状 物 質 が 流 出 し,つ い で 結 晶A,

 B, C, Dが 流 出す る.

結 晶AはEtOHか ら 再 結 晶 し無 色 針 状 晶m. p. 148～149° を 得.リ ー ベ ル マ ン 反 応:赤 橙 色,テ ト ラ ニ ト

ロ メ タ ン:陽 性, 〔α〕20 D +38.8°(CHCl3). C32H52O2 Anal. Calcd.: C,81.99; H, 11.18. Found: C, 81.76;

 H, 11.22. IR υ Nujol max cm-1: 1721, 1631, 1244, 884.2. dammaradienyl acetateの 標 品(m. p. 151～153°)と 混

融 し て 融 点 降 下 し な い.

Dammaradienol　 上 記 結 晶A(dammaradienyl acetate)50mg.を5% KOH-EtOH 20ml.と7min.煮

沸 し た 後 水 を 加 え 生 ず る 白 沈 をEtOHよ り再 結 晶,さ ら に ア ル ミ ナ を 通 し て 精 製,無 色 針 状 晶, m. p. 134.5～

135.5°. 〔α〕20 D +50.6°(CHCl3). C30H50O Anal. Calcd.: C. 84.44; H, 11.81. Found: C, 84.08; H, 11.78. 

IR υ
 Nnjo1 
max cm-1: 3333, 1634, 885.

Dihydroisoalantoiactone　 結 晶B 2.5g.をEtOH 50ml.に 溶 か し3% Na-Hg 200g.を 加 え 常 温 で 振 り

ま ぜ る.約5hr.後Na-Hgを 除 き 反 応 液 をHClで 酸 性 と し,生 じ た 白 沈 を 〓 別 しEtOHよ り再 結 晶,無 色 針

状 晶, m. p. 171～172° を 得. C15H22O2(dihydroisoalantolactone) Anal. Calcd.: C, 76.88; H, 9.46. Found:

 C, 76.42; H, 9.40. IR υ Nujol max cm-1: 1742, 1634, 879.5.

本 研 究 に 当 た りdammaradienyl acetateの 標 品 を送 付 頂 いたJ. S. Miils博 士 お よび 元 素 分 析, IRス ペ ク ト

ル を測 定 して頂 いた,大 阪大 学 薬 学 部 の元 素 分 析 室 の諸 氏 な らび に 鈴木 技 官 に 感謝 致 しま す.
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